
 

 

令和２年度八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

議   事   録 
 

 

開催日時 
令和２年１１月２６日（木）から 

令和２年１２月２５日（金）まで 
開催場所 書面開催 

出 席 者 

（１号委員） 

右川 清夫、大野 ヒロ子、齋藤 勝、髙橋 秀夫、平本 なるみ、古庄 正登 

（２号委員） 

春日 孝博、山田 洋 

 

 会 長：山田 洋 

 副会長：大野 ヒロ子 

欠 席 者 書面開催のため、なし 議事録作成者 
企画経営課企画経営担当 

鈴木 陵平 

審議内容

及び審議

結果の概

要 

１．報 告 

（１）令和２年度（令和元年度実施事業）八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業の

効果検証について 

 

２．議 事 

（１）第２期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

提供資料 

資 料 １『令和２年度八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略～令和元年度事業評価～』 

資 料 ２『第２期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略について』 

参考資料１『基本目標ごとの各指標達成状況（令和元年度分）』 

参考資料２『八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業実施状況一覧』 

参考資料３『八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略の今後の方針（案）等について』 

参考資料４『資料１の見方』 

そ の 他『説明用資料』 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大を鑑みて、全審議委員の承認を得たのちに書面開催とすることを決

定した。 

開催期間である、令和２年１１月２６日（木）から令和２年１２月２５日（金）までに各委員より意

見等を募った。その結果について、別紙のとおり報告する。 

 



 

別 紙 

 

１．報 告 

（１）令和２年度（令和元年度実施事業）八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業の効果検証

について 

委員からのご意見等 
資料該当 

箇所 
市の回答 

八潮市の求人倍率はコロナ禍の中、

企業の体力低下のため、1.15（R2)と

いう実績が予想される。 

資料１  

P3 

有効求人倍率は、雇用動向を把握するた

めの重要な指標の一つですが、コロナ禍

による数値の悪化が危惧されるところで

す。今後もその動向を把握しながら、就

労機会の拡大に向けた取組を進めてまい

ります。 

「就労支援による新規就業者数」の

達成率が低いように思われる。対策

が適切かどうか、見直す必要ありと

思う。 

資料１  

P3 

この指標は、平成３０年度で終了した「セ

ミナー事業」と「ジョブトレーニング事

業」に関するもので、同事業の参加後に

新規就業する人数を目標として設定した

ものです。今後、第２期総合戦略での位

置付けを含め、新規就業を支援する取組

について検討してまいります。 

交通事故発生を未然に防ぐため、自

転車事故対策として幹線主要道路に

自転車通行空間幅 75ｃｍ以上を目安

として矢羽根マークをペイントす

る。道交法で、原則車の通行を禁止

し、自転車専用通行帯と幅が狭い路

線は「車道混在」として車と自転車

共有とする。自転車通行は右側通行

順守を促すことによって自転車利用

者の安全確保につなげる。 

資料１ 

P49 

現在、八潮市まち・ひと・しごと創生総

合戦略の施策として、スケアード・スト

レイト教育技法を用いたソフト事業を市

内中学校において展開しております。 

委員ご提案の自転車利用の安全確保策に

つきましては、ご意見として担当課であ

る交通防犯課へ伝えさせていただきまし

た。 

基本目標の都心への近接性、川口・

浦和・さいたま新都心へのアクセス

は県道115号線と足立区直結の遅れ、

けやき通り、柳之宮橋の工事の大幅

な遅れによって、市内の朝夕の交通

混雑は目に余るものがある。 

― 
ご意見として担当課である道路治水課へ

伝えさせていただきました。 

来年の八幡公民館・図書館の改修に

伴う、交流サロンスペースの確保は

あるか。 

― 

現在、大規模改修工事の詳細な設計業務

である、実施設計の段階にあります。 

改修内容としては、公民館施設の一部に

フリースペースを設置し、交流の場とす

ることを検討しております。 

 



 

 

 

 

 

２．議 事 

（１）第２期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

   ※意見等なし 

 

   表 決（第２期八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略を、八潮市第５次総合計画へ位置

付けることについて） 

⇒ 全会一致で『承認』となった。 

 

以上 


